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SECTION 01  —  HIGHLIGHTS

業績ハイライト
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1. 業績ハイライト ハイライト  決算概要  事業の状況  取り組み  見通し  株主還元

2026年6月期 業績ハイライト
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01

111.1%
増収 ― 過去最高を更新

• 売上高 16,730百万円(111.1%)

• 4期連続で過去最高を更新

• 客単価101.6%・客数98.4%と堅調

02

+8店舗

出店 ― 成長投資を継続

• 新規8店舗(モール・郊外型)

• 中京圏にも積極的な事業展開

• グループ148店舗体制に

03

109.8%
営業利益  ― 増益を確保

• 営業利益 638百万円(109.8%)

• 売上高伸長による売上総利益増加

• 人件費の上昇、新規出店に伴う販管

費の増加



1. 業績ハイライト ハイライト  決算概要  事業の状況  取り組み  見通し  株主還元

業績サマリー
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売上高 (百万円)

前期比増減額

+1,674百万円

前期比

111.1%

15,056
16,730

25/06期 26/06期

営業利益 (百万円)

前期比増減額

+56百万円

前期比

109.8%

581
638

25/06期 26/06期

自己資本比率

28.9%
新規出店

+8店舗
既存店客単価

101.6%
既存店客数

98.4%



01 — 業績ハイライト  / 店舗数・売上高推移
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47
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FY26

売上高  16,730百万円 (実績 )

変化に適応した出店戦略で

売上高、過去最高を更新

4期連続で過去最高を更新

2026年6月期 売上高 16,730百万円

都市型ダイニング業態 モール・郊外型レストラン業態 その他 売上高(億円)
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SECTION 02  —  FINANCIAL RESULTS

決算概要
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2. 決算概要 ハイライト  決算概要  事業の状況  取り組み  見通し  株主還元

損益計算書の概要
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前期実績 予想 実績
前期比 予想比

増減率 増減額 増減率 増減額

売上高 15,056 17,000 16,730 +11.1% +1,674 △1.6% △269

売上総利益 10,727 ― 11,979 +11.7% +1,252 ― ―

販管費 10,145 ― 11,340 +11.8% +1,195 ― ―

営業利益 581 750 638 +9.8% +56 △14.8% △111

経常利益 552 700 576 +4.3% +23 △17.6% △123

親会社株主に帰属する
当期純利益 310 350 222 △28.2% △87 △36.3% △127

(百万円)

増減の主な要因

❶ 増収要因

既存店売上高の伸長、新規出店による増収

❷ 費用増加要因

人件費の上昇、新規出店に伴う販管費の増加

❸ 特殊要因

店舗にかかる減損損失 32百万円、固定資産除却

損 15百万円、投資有価証券評価損 36百万円



2. 決算概要 ハイライト  決算概要  事業の状況  取り組み  見通し  株主還元

貸借対照表の概要
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前期末 当期末 増減

流動資産 3,369 2,989 △380

　うち現預金 2,125 1,655 △470

固定資産 3,721 4,247 +525

資産合計 7,091 7,236 +144

負債合計 4,985 4,917 △68

　うち借入金 2,991 2,958 △32

純資産合計 2,106 2,319 +212

負債純資産合計 7,091 7,236 +144

自己資本比率 27.5% 28.9% +1.4%

(百万円)

増減の主な要因

資産合計 7,236百万円

(対前期増減額+144百万円)

・現金及び預金: 対前期増減額△470百万円

・固定資産: 対前期増減額+525百万円

負債合計 4,917百万円

(対前期増減額△68百万円)

・借入金: 対前期増減額△32百万円

純資産合計 2,319百万円

(対前期増減額+212百万円)

・剰余金の配当: △84百万円

・親会社株主に帰属する当期純利益: +222百万円



2. 決算概要 ハイライト  決算概要  事業の状況  取り組み  見通し  株主還元

キャッシュ・フローの概要
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前期 当期 増減額

営業活動によるキャッシュ・フロー 738 771 +32

投資活動によるキャッシュ・フロー △782 △1,178 △395

財務活動によるキャッシュ・フロー △805 △62 +743

現金および現金同等物に係る換算差額 △7 △0 +6

現金および現金同等物の期末残高 2,125 1,655 △470

(百万円)

2026年6月期 主な内容

❶ 営業活動による CF

・税金等調整前当期純利益: 491百万円

・減価償却費: 399百万円

・法人税等の支払額: △285百万円

❷ 投資活動による CF

・有形固定資産の取得: △1,085百万円

❸ 財務活動による CF

・長期借入れによる収入: 770百万円

・長期借入金の返済: △802百万円

・配当金の支払額: △84百万円
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SECTION 03  —  BUSINESS UPDATE

事業の状況
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3. 事業の状況 ハイライト  決算概要  事業の状況  取り組み  見通し  株主還元

月次売上の推移  ― 2026年6月期
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いずれも通年平均・前年比

全店 売上高

111.4 %
客数111.3%

既存店  売上高

100.0 %
客単価101.6% / 客数98.4%

都市型  売上高

100.1 %
客単価101.6% / 客数98.5%

モール・郊外型  売上高

100.2 %
客単価101.8% / 客数98.4%

既存店売上高は、通年で前年水準を維持 既存店 前年同月比 (%)

95

100

105

7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月

客単価

売上高

客数



3. 事業の状況 ハイライト  決算概要  事業の状況  取り組み  見通し  株主還元

店舗数の推移
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全店店舗数の推移 (各期末・店 )

100

120

140

160

0

123

FY22

133

FY23

136

FY24

143

FY25

148

FY26

業態別内訳 (2026年6月末)

合計 148店舗



3. 事業の状況 ハイライト  決算概要  事業の状況  取り組み  見通し  株主還元

2026年6月期 新店のご紹介
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VEGEGO
入間インター・ロードサイド型 (2026年1月)

いしがまやハンバーグ

アーバンドックららぽーと豊洲(2025年9月)

いしがまやハンバーグ

ららぽーとTOKYO-BAY(2025年10月)

ハンバーグ&ステーキ いしがま工房 / VEGEGO
三井アウトレットパーク岡崎・併設(2025年11月)

VEGEGO
イオンモール大高(2026年4月)

VEGEGO オヌレシクタン&cafe
ノースポート・モール(2025年7月)

VEGEGO
舞浜イクスピアリ(2026年4月)
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SECTION 04  —  STRATEGY

今後の取り組み
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4. 今後の取り組み ハイライト  決算概要  事業の状況  取り組み  見通し  株主還元

企業理念  『外食産業の新たなスタンダードの創造』その先へ
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4. 今後の取り組み ハイライト  決算概要  事業の状況  取り組み  見通し  株主還元

レストラン事業の成長戦略
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4. 今後の取り組み ハイライト  決算概要  事業の状況  取り組み  見通し  株主還元

地方創生事業

18

外食のチェーン運営で得たノウハウが「地場産業の発展」と「日本全体の活力向上」に寄与できると考え、

「地方創生事業」としてふるさと納税にかかる支援に取り組んでいます。

令和7年度実績

ふるさと納税受入額実績

1兆3,314億円

前年度比 +4.6%

令和7年度実績

ふるさと納税受入件数

約5,963万件

前年度比 +1.4%
出典: 総務省「ふるさと納税に関する現況調査」 (2026年7月31日公表)

取引自治体数 7件
2026年6月期

TOPICS 2026.7
福井県敦賀市と地域交流型年間プログラム「ハコツル」を開始

宿泊・職業体験・地域イベント参加を通じた関係人口の創出・育成へ

1件
2023年6月期



4. 今後の取り組み ハイライト  決算概要  事業の状況  取り組み  見通し  株主還元

DX事業
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BPaaS事業を主軸に、採用面接の核心に挑む

採用課題の解決を目指したBPaaSプロダクトをはじめ、ITテクノロジーを活用したサービスは、多岐にわたる企業・業界の業務効率化と成長

促進に寄与しています。

BPaaS Interview Cloud

24/7面接プラットフォーム

SaaS ApplyNow / ApplyNow Sign

録画型スマート選考  / 電子雇用契約

MAR Tech デジタルマーケ支援

戦略立案〜制作・運用まで



4. 今後の取り組み ハイライト  決算概要  事業の状況  取り組み  見通し  株主還元

海外展開
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ジャカルタ首都圏での店舗展開

店舗数

8 店舗

当期 新規オープン(+3店舗)

BINTARO XCHANGE(南タンゲラン市 )

SUMMARECON MALL BEKASI(ブカシ市 )

AEON MALL BSD CITY(タンゲラン市 )

売上高  前期比

+58.5 %

いしがまやハンバーグ

PLAZA INDONESIA店(ジャカルタ)

01 日本の味を現地に合わせた 戦略的ローカライズ

02 地元に適応した日本のおもてなしの提供



5. 業績見通し ハイライト  決算概要  事業の状況  取り組み  見通し  株主還元

2027年6月期 通期業績見通し
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2026年6月期
通期実績

2027年6月期
半期計画

2027年6月期
通期計画

増減

売上高 16,730 9,100 18,000 +7.6%

営業利益 638 530 800 +25.2%

経常利益 576 500 750 +30.1%

親会社株主に帰属する
当期純利益 222 270 350 +57.1%

単位: 百万円



6. 株主還元 ハイライト  決算概要  事業の状況  取り組み  見通し  株主還元

株主還元  ― 配当
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1株当たり配当金の推移 (円)

5.0

5.0

FY22

2.5

2.5

5.0

FY23

2.5

5.0

7.5

FY24

2.5

5.0

7.5

FY25

2.5

5.0

7.5

FY26

2.5

5.0

7.5

FY27(予)

中間 期末

還元実績

年間配当 (2026年6月期)

7.5円(中間2.5円・期末5.0円)

配当性向 (2026年6月期)

38%

株主優待

配当に加え、優待金券(年2回)による還元を継続



免責事項及び注意事項
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本資料につきましては、株主・投資家の皆様への情報提供のみを目的としたものであり、売買の勧誘を目的としたものではありません。

本資料における将来予想に関する記述につきましては、目標や予測に基づいており、確約や保証を与えるものではありません。

将来における当社の業績が、現在の当社の将来予想と異なる結果になることがある点を認識された上でご利用ください。

業界等に関する記述につきましても、信頼できると思われる各種データに基づいて作成されていますが、当社はその正確性、完全性、網羅性を保証するものではありません。

本資料は、株主・投資家の皆様がいかなる目的にご利用される場合においても、株主・投資家の皆様ご自身のご判断と責任においてご利用されることを前提にご提示させていただくもの

であり、当社はいかなる場合においてもその責任は負いません。

＜お問い合わせ先＞

株式会社きちりホールディングス　経営管理本部

TEL：06-6262-3456　　MAIL：ir_frb@kichiri.co.jp


